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みなさん！県教組がどんな活動をしているのか説明できますか？「実
はよく分からなくて難しい…」という方にむけて、活動内容や県教組
の魅力を広く伝えるショート動画をお届けします。各分会、支部のみ
なさんでぜひご覧いただき、県教組がおこなっている様々なとりくみ
を知るきっかけにしてください。

今後も続々公開予定

組合加入第1号インタビュー 2面 調査書 データ提出導入へ 3面
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【職場会】が組合加入のきっかけに！

支え合う仲間を増やしたい！

組合の大切さを実感！

 　職場がつながる。楽しさ広がる。
声かけをするときに。

組合加入促進動画（約3分）

Ｑ：奥谷さんが組合へ入ったきっかけを教えてください。
４月に先輩方が声をかけてくださり、【職場会】への参加を勧められま
した。以前から組合の存在は知っていましたが、具体的な活動内容ま
では知りませんでした。【職場会】で、先輩方から青年部でおこなって
いる交流会や学習会などの活動を教えてもらい、その魅力にひかれて
組合への加入を決めました。

Ｑ：今後どんな活動に参加してみたいですか？
同世代と会える活動に参加してみたいです。年齢が近いからこそ分か
ち合える悩みを話し合い、お互いに支え合える関係を築けたらいいなと
思っています。

Ｑ：�組合に入って、最初に感じたことは
どんなことですか？

先輩方が身近で起きている様々な問題や困
りごとに真剣にとりくんでくださっているの
を知り、組合の大切さを深く感じました。
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調査書のデータ提出導入へ
５月17日、県教組入試制度問題対策委員会は、県立高校入試にかかわるインターネット出願システムの改善、
調査書のデータ提出・記入項目の削減などについて県教委と協議をおこないました。現場組合員から要望の多
かった調査書のデータ提出については、2024年度実施の入試から導入されることとなりました。

インターネット出願システムは改善を検討
県教組は、インターネット出願システムについて、「本名

入力欄の説明が不足していた点」と「コース選択の制限がで
きない点」について、改善を要望しました。県教委は「本名
入力欄については、マニュアルを改善するなど、説明をわか
りやすくしたい」と回答しました。コース選択の制限につい
ては、ミライコンパスの仕様による部分もあるため「業者と
継続的に協議をしていく」と修正が検討されることとなりま
した。

また、願書の提出方法について、2024年度実施の入試で
も昨年度と同様に紙の出願とインターネット出願を併用する
か確認したところ、県教委は「打ち出しでの出願はなしにし
たい」と回答しました。システム上、出願後のデータ訂正は
できないことから、具体的な出願方法については現在、県教
委内で協議中です。

調査書の簡素化 引き続き要望
調査書の記入項目の削減を要望したところ、県教委は特記

事項欄について「特別支援学級に在籍する生徒の場合、特
記事項欄に文章表記をしているため、新たに別の様式を作る
必要があるかもしれない」と直ちに削除することについては
懸念を示しました。しかし、中学校側の負担には理解を示し、

「継続的に高校側の意見を聞きながら調査書に記載する事項
について検討をすすめていきたい」としました。

県教組は、特記事項欄の記載内容に自治体・学校ごとの
違いがある現状や、体力テスト結果を記載する必要性を十分
に検討したうえで、調査書の簡素化をすすめるよう強く訴え
ました。

調査書のデータ提出が確実に
2022年度から要望してきた調査書のデータ提出について、

県教委は2024年度実施の入試から導入することを明らかにし
ました。紙ベースでの調査書の提出はもとめず、Excelデー
タでの提出となる見通しです。

あわせて、県教委は特別出願の書類や志願者一覧表のよ
うな、システムに乗らない書類については、持ち込みから郵
送対応が可能となるよう変更を検討していることも明らかに
しました。一方で、中学校の近隣に高校がある場合など、出
願書類等を直接持ち込んだ方が早い場合もあることから、中
学校の負担軽減を念頭において、郵送と持ち込みが併用で
きるように検討するとしています。

入試スケジュール 一般入試は３月10日頃
県教組は、特別入試の結果発表から一般入試の出願まで

の期間が短いことへの懸念を伝えました。特別入試から一般
入試の出願までの日数は、校長会からも平日で２日間は確保
してほしいとの要望が出されており、県教委もこの期間につ
いては課題として認識しているとの考えを示しました。その
うえで、県教委は、当面は一般入試を３月10日頃とすること
を明らかにしています。一般入試の日程は、中学校の卒業式
の日程にも関係しており、中学校ではそれらの日程を踏まえ
ながら３年生の授業時数を検討しています。一般入試の日程
が早ければ、授業時数確保が困難になることから、今後も３
月10日前後で調整するよう要望しています。

出願システム
▶�記入してなくてよい本名記入欄に間
違えて記入してしまう

▶︎選択できないコースも選べてしまう

▶�マニュアル改善など説明をわかりやすくしたい
▶︎業者と修正にむけて協議していく

調査書の提出方法 ▶�紙ベースで提出 ▶�Excelデータで提出

調査書の簡素化
▶�特記事項欄の記載内容が学校・自
治体ごとに異なる

▶︎体力テスト記録欄は全ての生徒に必要？

▶�高校側の意見も聞きながら記載する事項につい
て検討していく

➡

➡

➡

<入試制度改善の方向性>

入試制度
申入れ
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７/30（火）


